
 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

                                                          

 

１月 １日（火） 

１月１日、おとそやおせち料理を入居者様全員で楽しみました。２日、３日には各ユ

ニットでの書き初めや生け花などを行ない、おだやかに初春を迎えることができまし

た。秋桜ユニット広場では、優美な琴の音色が響きました。各リビングでは獅子舞が登

場し、皆さま歓声をあげて大変よろこばれていました。 

 いよいよ完成が近くなり、建物全体や玄関などの外観がはっきりとしてきました。

現在、ご家族様との個別面談を実施しています。ご家族様との共通理解を図りながら、

入居者様の安心と安全に配慮した移転準備を進めていきます。 

 琴海中学校２年生４名が琴の浦荘で職場体験学習を行いました。普段高齢者との関

わりが少ないこともあり、体験前に車椅子の操作方法やコミュニケーションの取り方

などを学ぶオリエンテーションを実施しました。最初は緊張していた生徒さんも入居

者様とふれ合う中で少しずつ笑顔の場面が増えました。 

１月２９、３０日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

        

 

 

 

      

 

施設ケアマネジャーの衣本が中心となって『家族の思いをふまえた個別ケアを目指

して』と題して研究発表を行いました。ご家族様の協力のもと、入居者様の自宅での

暮らについて聞き取り調査を行ないながら、ご家族様の思いをくみ取り、今後のケア

につなげる活動として、年表を作成しました。ご家族様もケアチームの一員であるこ

とを再認識した取り組みとなりました。今後も継続していきます。 

 

 琴の浦荘で最高齢の渡木タツ様が１月１４日にめでたく１０２歳のお誕生日を迎え

られました。職員とご家族とでお祝いをしました。これからもお元気に笑顔あふれる

生活を送っていただきたいと思います。 

１月１９日（土） 

 ご家族様とは年齢も近いので、皆様の気持ちを理解

し、これからも一緒に笑顔の絶えない安心した生活が

送れますよう努めてまいりたいと思っています。これ

からもよろしくお願いいたします。 

自分の力を十分に発揮し、入居者様に笑って過ごし

ていただける毎日を送っていただきたいと思ってい

ます。よろしくお願いします。 

新たなユニットでも入居者様により良く過ごしてい

ただけるように、また他の職員方々の足を引っ張るこ

とのないように精一杯努めていきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

 これまでの菜の花ユニットで学んだことや経験を活

かし、入居者様にとってより良い生活を提供できるよ

う努めていきたいと思います。 

 他の職員の方々にご指導をいただきながらより良い

ケアをめざし一生懸命努めていきたいと考えておりま

す。 

 これまで学んだことを活かしつつ、初心に戻って入

居者様の気持ちに寄り添ったケアを心がけていきたい

と思います。 

 

1月 27日（日） 

 １月２１日（月） 

 今年は毎年受けている老人福祉法による特別養護老人ホームの指導監査と在宅部門

である居宅介護支援事業所、訪問介護事業所、短期入所生活介護事業所の介護保険法

による実地指導を受けました。長崎市からの指導をいただいたことで、私たちも適切

なサービス提供のあり方について、学びを深める機会となりました。 

 社会福祉士・介護福祉士国家資格試験に今年も多くの職員が挑戦しました。施設で

も模擬試験の実施や合格体験者のアドバイス等のフォローをしながら当日に臨みまし

た。今年も職員の資格取得をサポートしていきます。 


